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成分名 プロピオン酸ナトリウム 

英文名 Sodium Propionate 

CAS No. 137-40-6 

収載公定書  食添  EP  NF 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/137-40-6  

 

投与経路 用途 

耳鼻科用剤   安定（化）剤、ｐH調整剤 

 

JECFAの評価 

ADI（１日許容摂取量）は「制限しない(1973)」と評価されている。1)（1997年）   

 

１．単回投与毒性 

動物種 投与経路 LD50(mg/kg 体重) 文献 

ラット 経口(遊離酸)   2600mg/kg U.S. Food & Drug 1) 

２．反復投与毒性 

2‐1 ラット 

① ビオチン、葉酸及びビタミンB12欠乏食にプロピオン酸ナトリウム5%を添加し、39日間ラットに

与えた。プロピオン酸ナトリウム添加により成長率及び摂餌量の低下が認められた。更にプロピ

オン酸ナトリウム 3 及び 6%添加群を設定し、21 日間投与したが、初回試験と同様の結果を得た。

1) (Hogue & Elliot, 1964) 

② 離乳期ラットにプロピオン酸ナトリウム 0、1、3%又はプロピオン酸カルシウム 1、3%含有食を同

じ摂食量になるようにして、4-5 週間与えた。成長に対照群との間に差は認められなかった。

1)(Harshbarger, 1942) 

③ 1 群 15 匹の雄ラットにプロピオン酸ナトリウム 0.075 又は 3.75%と幾つかの市販添加物を含有

する飼料を16週間与えた。プロピオン酸ナトリウムを混合した全群に摂餌量の低下、3.75%混合群

に一過性の成長抑制及び体重増加の遅延が見られた。死亡率、血液検査、臓器重量及び病理

組織学的検査にプロピオン酸ナトリウムに起因する変化は認められなかった。1) (Graham & Grice, 

1955) 

④ 1 群雌雄各 13匹の離乳期ラットにプロピオン酸ナトリウム 0.075 又は 3.75%と幾つかの市販添

加物を含有する飼料を 1 年間与えた。プロピオン酸ナトリウムを混合した全群に摂餌量の軽度低

下が見られたが、死亡率、臓器重量及び病理組織学的検査にプロピオン酸ナトリウムに起因する

変化は認められなかった。1) Graham et al., 1954) 

2‐2 ウサギ 

 正常又はアロキサン糖尿病モデルウサギに体重1kg当たりプロピオン酸ナトリウム1000mgを混
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餌投与した。正常動物に異常は見られず、糖尿病ウサギの尿中のケトン体、揮発性脂肪酸及び

糖の各濃度はプロピオン酸ナトリウム投与前と同等であった。プロピオン酸の尿中排泄は両群と

もに認められなかった。1) (Maurer & Lang, 1956)  

 

以下については該当文献なし 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性 

６．局所刺激性 

７．その他の毒性 

８．ヒトにおける知見 

 ① 1名の成人男性に6000mgのプロピオン酸ナトリウムを経口投与した。尿を弱アルカリ性にし

た以外に異常は認められなかった。1) (Bassler, 1959) 

 ② 男女各 2名の健常人を用い、リン酸ヒスタミン 0.05 又は 0.1%液の皮内注射誘発皮膚反応に

対するプロピオン酸ナトリウム7.5又は15%液の塗布効果を検討した。プロピオン酸ナトリウムはジ

フェンヒドラミンの約 1/7.5 の効果を示した。1) (Heseltine, 1952a)  

 

 

引用文献 

1)  WHO Food Additive No.5 Propionic Acid. 1973 (accessed ; Oct. 2004） 

 

http://www.inchem.org/documents/jecfa/jecmono/v05je16.htm



